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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ ⾃由学園の椅⼦！！

椅⼦は、しばしばステータス・シンボルを表す。⼤⾂の椅⼦！

社⻑の椅⼦！など座る⼈の地位の⾼さに応じて豪華さの度合

いも違う。

だが、この椅⼦はシンプルで無垢、全く飾り気がない。⼀体だ

れが座るのだろうか？・・・・

そんなことを考えながら南沢⽔辺公園で作業を⾒守った。

（注）南沢⽔辺公園http://kuru2.genki365.net/

gnkh03/pub/sheet.php?id=77321

１２⽉１９⽇、師⾛の忙しい時ではあるが、しばし時計の

針を⽌めて、⾃由学園の最⾼学部の学⽣さんたちが、⼿作り

のベンチを据え付ける作業に⾒⼊る。

公園を通る⼈、散歩する⼈などが⼀休みするためのコミュニテ

ィ・ベンチである。

⽳を堀り、砂利を⼊れて基礎を固める、基礎⽯とベンチをジョ

イントして固定する作業であるが、⽳の深さ、⼤きさ、ベンチを

固定した時のレベルが出ているかどうか、腰かけた時の⾼さの具

合は、等など・・

ベンチグループの指導をしておられる宮井先⽣に訊く。

「最⾼学部の学⽣が三重県紀北町の海⼭植林地で育ててい

るヒノキの間伐材です。授業が終わった後の課外活動での制

作作業ですから⼀⽇２時間ぐらいを４⽇間で、製材、荒削

り、⼨法だし、組み⽴てをやりました。デザインから制作まで、出

来上がった時の喜びをみんなで分かち合っています」

⾃由学園は【⽣活即教育】の教育理念のもとに、男⼦部中

等科では教室の椅⼦・机を⾃分たちで⼿作りして使⽤してい

る。その経験が活かされたベンチ作りは、学園の幼稚園から⼤

学までの⼀貫教育でしか出来ない教育の成果である。何気な

いベンチ作りにも徹底した理念が浸透している。

事の始まりは、毎年３⽉に⾏われる卒業研究報告会で、先

輩卒業⽣が「ベンチを作って地域の⼈たちに使ってもらったら」と

いう提⾔が、早速、地域の住⺠からの依頼になり、２０1０年

３⽉市内学園町に据えつけられた１台の制作・設置が始まり

である。次に市⽴三⼩の農園「太陽園」に２台、南部地域セ

ンターに２台、そしてここ南沢⽔辺公園に２台の設置となった

次第である。

最⾼学部の橘、池⽥、⼭⼝、⾨倉、新井、岡本、原君たち

７⼈組が今回の⽴役者である。⼿作りのベンチを⾃分たちの

⼿で据え付ける、そして多くの⼈に使ってもらう、まさに、この⽊

肌のままの椅⼦は、⼤⾂や社⻑の椅⼦とは⽐べ物にならない

愛と奉仕の⼈の道にかなった成果物であり、【市⺠の椅⼦】とで

も云うべき尊い貴重な椅⼦ではなかろうか。

みなさん！拍⼿を送ろう、と同時に、南沢⽔辺公園へ⾏った

ら、暖かい⼼の持ち主たちの作ったベンチに腰掛けて【若者たち

よ、有難う！未来の⽇本を頼むよ！】と⼤声で叫ぼうではないか。

閑話休題、若者の⼀⼈にベンチに座ってもらった。

御覧なさい。幸せ⼀杯の顔とベンチ。⼈もベンチも笑顔！笑

顔！

そのベンチに、近いうちに隣に美⼈の彼⼥と並んで座ってもらっ

たらいいな〜あ・・・・・・・いや、やっぱり年寄りのお節介ですよ

ね。
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